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能
―
―
―
―
羽
衣
（
は
ご
ろ
も
）

春
の
早
朝
、
駿
河
国
三
保
の
浦
に
漁
夫
白
龍
（
は
く
り
ょ
う
）（
ワ
キ
）
は
漁
を

し
て
い
る
。
春
風
が
の
ど
か
に
吹
き
抜
け
る
穏
か
な
美
し
い
情
景
が
描
か
れ

る
。白
龍
が
漁
を
終
え
て
松
原
に
上
が
る
と「
虚
空
に
花
ふ
り
音
楽
聞
こ
え
、

霊
香
四
方
に
薫
ず
」
る
た
だ
な
ら
ぬ
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。
見
れ
ば
美
し

い
衣
が
松
に
掛
っ
て
い
る
。
衣
を
持
ち
帰
ろ
う
と
す
る
白
龍
を
ど
こ
か
ら

と
も
な
く
現
れ
た
女
（
シ
テ
）
が
呼
び
止
め
る
。
こ
の
女
が
天
女
で
手
に
し
て

い
る
衣
が
天
に
上
る
た
め
の
羽
衣
と
知
り
、
白
龍
は
い
よ
い
よ
衣
に
執
着

す
る
が
、
天
女
の
悲
し
む
さ
ま
を
見
て
思
い
直
し
衣
を
返
す
こ
と
に
す
る
。

白
龍
は
衣
を
返
す
に
あ
た
り
「
天
上
の
舞
楽
」
を
見
せ
て
欲
し
い
と
頼

む
が
、
そ
の
た
め
に
は
羽
衣
が
必
要
な
の
で
先
に
返
す
よ
う
請
わ
れ
る
。

天
女
の
言
葉
を
疑
う
白
龍
だ
っ
た
が
、「
い
や
疑
い
は
人
間
に
あ
り
。
天

に
偽
り
な
き
も
の
を
」
と
言
わ
れ
て
、
自
分
を
恥
じ
て
衣
を
返
す
。

衣
を
ま
と
っ
た
天
女
は
、
三
保
の
松
原
が
天
上
界
に
つ
な
が
る
美
し
い

場
所
で
あ
る
と
讃
え
な
が
ら
舞
い
始
め
る
。
舞
は
や
が
て
言
葉
を
離
れ
て

序
之
舞
（
囃
子
だ
け
で
演
奏
さ
れ
る
ゆ
っ
た
り
し
た
舞
で
最
初
の
足
使
い
が
特
徴
）
と

な
り
、
さ
ら
に
破
之
舞
（
軽
快
な
流
れ
に
乗
っ
た
囃
子
の
演
奏
）
と
進
み
、
最

後
は
「
七
宝
充
満
の
宝
を
降
ら
し
」
て
富
士
の
彼
方
へ
昇
っ
て
行
く
。

古
典
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
現
行
の
曲
の
中
で
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
美

し
い
曲
の
一
つ
。
世
阿
弥
か
そ
の
周
辺
の
作
者
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

狂
言
―
―
―

長
光
（
な
が
み
つ
）

立
派
な
刀
を
携
え
た
者
（
ア
ド
）
が
訴
訟
を
終
え
て
故
郷
へ
の
土
産
を
探

し
に
市
へ
や
っ
て
来
る
と
、
そ
の
刀
を
狙
う
ス
ッ
パ（
シ
テ
）
に
か
ら
ま
れ
る
。

二
人
が
争
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
目
代
（
小
ア
ド
）
が
仲
裁
に
入
り
、
二
人
に

事
情
を
尋
ね
る
が
、
ス
ッ
パ
は
大
声
で
話
す
男
の
言
葉
を
盗
み
聞
き
、
同

じ
よ
う
に
答
え
る
。
そ
れ
に
気
付
い
た
男
は
…
。

仕
舞
―
―
―

老
松
（
お
い
ま
つ
）
…
筑
紫
太
宰
府
に
道
真
を
慕
っ
て
追
っ
て
来
た
老
木
の

追
い
松
の
精
が
、
都
か
ら
や
っ
て
来
た
信
者
の
前
に
姿
を
現
わ
し
、
長

寿
を
授
け
ら
れ
た
神
託
を
伝
え
祝
い
の
舞
を
舞
う
。

實
盛
キ
リ
（
さ
ね
も
り
）
…
平
家
の
侍
斎
藤
別
当
實
盛
は
白
髪
を
墨
で
染
め

篠
原
の
合
戦
に
臨
み
、
木
曽
義
仲
の
手
勢
、
手
塚
太
郎
光
盛
に
討
た
れ
た
。

そ
の
幽
霊
が
遊
行
上
人
の
前
に
現
れ
、
戦
場
の
有
様
を
見
せ
供
養
を
頼
む
。

大
江
山
（
お
お
え
や
ま
）
…
丹
波
国
大
江
山
に
住
む
酒
呑
童
子
は
、
自
ら
を

退
治
し
に
来
た
源
頼
光
一
行
に
酒
を
飲
ま
さ
れ
眠
り
込
ん
で
し
ま
う
。

酔
う
に
従
っ
て
乱
れ
て
ゆ
く
童
子
姿
の
鬼
の
様
子
を
舞
う
。

能
―
―
―

弱
法
師
（
よ
ろ
ぼ
し
）

摂
津
国
高
安
の
里
の
通
俊
（
ワ
キ
）
は
讒
言
に
惑
わ
さ
れ
、
ひ
と
り
子
の

俊
徳
丸
を
勘
当
し
た
。
春
浅
い
梅
の
花
の
咲
き
誇
る
頃
、
通
俊
は
我
が
子

の
安
寧
を
祈
願
す
る
た
め
天
王
寺
で
七
日
間
施
行
す
る
。
満
願
の
日
、
天

王
寺
界
隈
で
噂
の
弱
法
師
（
シ
テ
）
が
施
行
を
受
け
に
来
る
。
不
孝
の
罪
の

報
い
で
盲
目
と
な
っ
た
無
惨
を
嘆
き
、
仏
の
導
き
を
頼
り
に
暮
し
て
い
る
。

通
俊
が
声
を
か
け
る
と
気
の
利
い
た
受
け
応
え
が
返
っ
て
き
て
、
思
わ

ぬ
教
養
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
折
か
ら
散
り
か
か
る
梅
花
を
「
梅
の
花
」

な
ど
と
口
に
す
れ
ば
、「
こ
の
難
波
の
地
で
あ
れ
ば
、
た
だ
木
の
花
と
言

え
ば
良
い
も
の
を
」
と
無
粋
を
咎
め
ら
れ
て
、
ふ
と
気
づ
け
ば
、
こ
こ
は

聖
徳
太
子
建
立
の
四
天
王
寺
で
、
仏
法
の
恵
み
に
溢
れ
た
地
、
鐘
の
音
が

響
き
静
寂
に
包
ま
れ
た
か
と
見
れ
ば
、
弱
法
師
は
他
な
ら
ぬ
我
が
子
俊
徳

丸
で
は
な
い
か
と
、
忽
然
と
知
ら
さ
れ
る
。

名
乗
ろ
う
と
思
う
が
人
目
を
は
ば
か
り
夜
を
待
つ
こ
と
に
す
る
。
折
か

ら
入
り
日
が
水
平
線
に
か
か
ろ
う
と
し
、
通
俊
は
弱
法
師
に
日
想
観
を
勧

め
る
。
入
り
日
に
向
か
っ
て
行
う
天
王
寺
独
特
の
観
想
法
は
、
盲
目
の
は

ず
の
弱
法
師
に
返
っ
て
遠
く
の
景
色
ま
で
を
も
鮮
や
か
に
見
せ
、
難
波
の

浦
か
ら
の
東
西
南
北
を
描
き
出
す
。
し
か
し
弱
法
師
が
見
て
い
る
情
景
は

周
り
の
人
々
に
は
見
え
な
い
。
参
詣
の
人
々
に
ぶ
つ
か
っ
て
転
び
、
杖
を

取
り
落
と
し
そ
う
に
な
り
な
が
ら
、
現
実
に
返
っ
て
自
分
の
有
様
を
恥
じ

る
。
そ
し
て
夜
も
更
け
て
そ
れ
ぞ
れ
名
乗
れ
ば
、
寺
の
鐘
が
祝
福
す
る
よ

う
に
響
き
、
二
人
は
連
れ
立
っ
て
高
安
の
郷
へ
帰
っ
て
行
く
。

世
阿
弥
の
跡
を
継
ぐ
も
三
十
半
ば
で
急
死
し
た
十
郎
元
雅
の
代
表
作
。

●入場料

会員券（年４回）……一般 20,000円　学生 10,000円
１回券（当日券）……一般 6,000円　学生 3,000円

●申込先：各出演能楽師または緑泉会まで

河井　美紀　TEL  050-7129-2077
中所　宜夫　TEL•FAX  042-550-4295

喜多六平太記念能楽堂
〒141-0021  品川区上大崎4-6-9 TEL 03-3491-8813

JR、東急目黒線、地下鉄三田線・南北線の目黒駅西口より徒歩7分。
香港園手前の道を左折し約400m直進、杉野学園体育館手前を左に入る。

※駐車場がございませんので、お車でのご来場はご遠慮下さい。

緑泉会
〒184-0005 東京都小金井市桜町2-7-18  
tel. 042-386-2131  fax. 042-386-2132  

第１回例会
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祝
言

【
終
了
予
定
　
午
後
四
時
三
十
分
】

通
俊
ノ
下
人
　
大
藏
　
教
義

宗
近
ノ
下
人

岡
　
　
聡
史

判
官
ノ
従
者
　
矢
野
　
昌
平

漁
夫

野
口
　
琢
弘

漁
夫

吉
田
　
祐
一

舞
返
之
伝

能
　
　

弱
法
師
高
安
通
俊

大
日
方
　
寛

弱
法
師

中
所
　
宜
夫

老
　
　
松
簓
之
段

墨
　
　
敬
子

仕
舞
　

實
　
　
盛
キ
リ

津
村
禮
次
郎

大
江

山
簓
之
段

杉
澤
　
陽
子

中
森
健
之
介

地
謡

鈴
木
　
啓
吾

中
森
　
貫
太

坂
　
真
太
郎

【
休
憩
十
五
分
】

【
休
憩
十
分
】

能
　
　

羽
　
衣
漁
夫
白
龍
　
野
口
　
能
弘

天
女

河
井
　
美
紀

菅
野
　
貞
男
　
坂
　
真
太
郎

後
見

河
井
　
美
紀

地
謡

藤
村
　
　
答
　
鈴
木
　
啓
吾

中
森
　
貫
太

吉
留
　
敬
高
　
奥
川
　
恒
治

中
森
健
之
介
　
永
島
　
　
充

筒
井
　
陽
子
　
永
島
　
　
充

後
見

墨
　
　
敬
子

地
謡

中
森
健
之
介
　
中
森
　
貫
太

中
所
　
宜
夫

杉
澤
　
陽
子
　
津
村
禮
次
郎

坂
　
真
太
郎
　
鈴
木
　
啓
吾

大
鼓
　
柿
原
　
孝
則
　

小
鼓
　
飯
田
　
清
一
　
笛
　
松
田
　
弘
之

大
鼓
　
原
岡
　
一
之

太
鼓
　
林
　
雄
一
郎

小
鼓
　
幸
　
　
信
吾

笛
　
寺
井
　
宏
明

●
平
成
31
年
第
２
回
例
会
…
…
…
…
４
月
20
日（
土
）

能
…
…
…
巻
　
　
絹
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
杉
澤
　
陽
子

能
…
…
…
自
然
居
士
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
坂
　
真
太
郎

平
成
三
十
一
年

第
一
回
例
会
　
番
組
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JR･東急目黒線･都営三田線･南北線 目黒駅徒歩7分�

権
之
助
坂
（
目
黒
通
り
）

行
人
坂

狂
言
　

長
　
光

ス
ッ
パ
　
大
藏
吉
次
郎

道
通
り
　
榎
本
　
　
元

道
通
り
　
榎
本
　
　
元

目
代
　
宮
本
　
　
昇

許
可
の
な
い
録
音
、
撮
影
は
一
切
禁
止
で
す
。
携
帯
電
話
は
電
源
か
ら
お
切
り
下
さ
い
。

演
能
や
他
の
お
客
様
の
迷
惑
と
な
る
行
為
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
退
場
頂
く
事
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
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